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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末と、アプリケーションサーバ及び加入者サーバとを有するシステムの中で、加入者
識別子を登録する加入者識別子登録方法であって、
　前記アプリケーションサーバが、前記端末から登録要求を受信した際に、前記加入者サ
ーバへ当該端末を問い合わせ、前記加入者サーバに電話番号を含む加入者識別子が未登録
か否かを判定する第１のステップと、
　前記アプリケーションサーバが、第１のステップについて未登録と判定した際に、前記
端末へ、電話番号が記述されたメッセージ通知を要求するためのメッセージ要求を送信す
る第２のステップと、
　前記端末が、前記メッセージ要求を受信した際に、前記アプリケーションサーバへ向け
て、電話番号が記述されたメッセージ通知を送信する第３のステップと、
　前記アプリケーションサーバが、前記メッセージ通知に記述された前記電話番号を含む
加入者識別子を生成し、前記加入者サーバへ当該加入者識別子を登録する第４のステップ
と
を有することを特徴とする加入者識別子登録方法。
【請求項２】
　前記アプリケーションサーバ及び前記加入者サーバは、ＩＭＳ(IP Multimedia Subsyst
em)として構成され、
　第１のステップについて、



(2) JP 6496628 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

　　前記アプリケーションサーバが、前記加入者サーバへ、当該端末に対する加入者情報
要求を送信し、
　　前記アプリケーションサーバが、前記加入者サーバから受信した加入者情報応答に、
MSISDN(Mobile Subscriber Integrated Services Digital Network Number)形式のIMPU(I
P Multimedia Public Identity)が登録されているか否かを判定する
ことを特徴とする請求項１に記載の加入者識別子登録方法。
【請求項３】
　第４のステップについて、前記アプリケーションサーバが生成する前記加入者識別子は
、電話番号を含むMSISDN形式のIMPUである
ことを特徴とする請求項２に記載の加入者識別子登録方法。
【請求項４】
　第４のステップについて、
　前記アプリケーションサーバは、前記MSISDN形式のIMPUを含む加入者情報更新要求を、
前記加入者サーバへ送信し、
　前記加入者サーバは、前記加入者情報更新要求によって受信したMSISDN形式のIMPUを登
録する
ことを特徴とする請求項３に記載の加入者識別子登録方法。
【請求項５】
　前記端末と前記アプリケーションサーバ及び前記加入者サーバとの間に、ＣＳＣＦ(Cal
l Session Control Function)が介在しており、
　第１のステップについて、前記端末が、登録要求を、前記ＣＳＣＦへ送信した後、
　　前記ＣＳＣＦが、登録要求を、前記アプリケーションサーバへ送信し、
　　前記アプリケーションサーバが、当該端末に対する加入者情報要求を、前記加入者サ
ーバへ送信し、
　　前記加入者サーバが、非MSISDN形式の加入者識別子を含む加入者情報応答を、前記ア
プリケーションサーバへ返信し、
　　前記アプリケーションサーバが、当該端末に対して前記非MSISDN形式のIMPUの加入者
識別子を登録する
ことを特徴とする請求項２から４のいずれか１項に記載の加入者識別子登録方法。
【請求項６】
　第１のステップについて、前記端末が、登録要求を、前記ＣＳＣＦへ送信した後、
　　前記ＣＳＣＦが、当該端末に対する加入者情報要求を、前記加入者サーバへ送信し、
　　前記加入者サーバが、非MSISDN形式のIMPUの加入者識別子を含む加入者情報応答を、
前記ＣＳＣＦへ返信し、
　　前記ＣＳＣＦが、当該端末に対して、前記非MSISDN形式のIMPUの加入者識別子を登録
する
ことを特徴とする請求項５に記載の加入者識別子登録方法。
【請求項７】
　前記アプリケーションサーバ及び前記加入者サーバは、広域ネットワークに対して断絶
された地域に構築されたものであり、
　前記加入者サーバに登録されていない加入者の端末に対して、通話サービスを登録する
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の加入者識別子登録方法。
【請求項８】
　加入者サーバへ加入者識別子を登録するアプリケーションサーバであって、
　端末から登録要求を受信した際に、前記加入者サーバへ当該端末を問い合わせ、前記加
入者サーバに電話番号を含む加入者識別子が未登録か否かを判定する加入者未登録判定手
段と、
　前記加入者未登録判定手段によって未登録と判定した際に、前記端末へ、電話番号が記
述されたメッセージ通知を要求するためのメッセージ要求を送信するメッセージ要求手段
と、
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　前記端末から、電話番号が記述されたメッセージ通知を受信するメッセージ受信手段と
、
　前記メッセージ通知に記述された前記電話番号を含む加入者識別子を生成し、前記加入
者サーバへ当該加入者識別子を登録する加入者識別子登録手段と
を有することを特徴とするアプリケーションサーバ。
【請求項９】
　通話サービス装置であって、
　アプリケーションサーバ及び加入者サーバと、コアネットワーク制御装置と、端末と無
線で通信する基地局とを内蔵しており、
　前記アプリケーションサーバは、
　前記端末から基地局及びコアネットワーク制御装置を介して登録要求を受信した際に、
前記加入者サーバへ当該端末を問い合わせ、前記加入者サーバに電話番号を含む加入者識
別子が未登録か否かを判定する加入者未登録判定手段と、
　前記加入者未登録判定手段によって未登録と判定した際に、コアネットワーク制御装置
及び基地局を介して前記端末へ、電話番号が記述されたメッセージ通知を要求するための
メッセージ要求を送信するメッセージ要求手段と、
　前記端末から基地局及びコアネットワーク制御装置を介して、電話番号が記述されたメ
ッセージ通知を受信するメッセージ受信手段と、
　前記メッセージ通知に記述された前記電話番号を含む加入者識別子を生成し、前記加入
者サーバへ当該加入者識別子を登録する加入者識別子登録手段と
を有することを特徴とする通話サービス装置。
【請求項１０】
　通話サービス装置に搭載されたコンピュータを機能させるプログラムであって、
　アプリケーションサーバ及び加入者サーバと、コアネットワーク制御装置と、端末と無
線で通信する基地局としてコンピュータを機能させ、
　前記アプリケーションサーバは、
　前記端末から基地局及びコアネットワーク制御装置を介して登録要求を受信した際に、
前記加入者サーバへ当該端末を問い合わせ、前記加入者サーバに電話番号を含む加入者識
別子が未登録か否かを判定する加入者未登録判定手段と、
　前記加入者未登録判定手段によって未登録と判定した際に、コアネットワーク制御装置
及び基地局を介して前記端末へ、電話番号が記述されたメッセージ通知を要求するための
メッセージ要求を送信するメッセージ要求手段と、
　前記端末から基地局及びコアネットワーク制御装置を介して、電話番号が記述されたメ
ッセージ通知を受信するメッセージ受信手段と、
　前記メッセージ通知に記述された前記電話番号を含む加入者識別子を生成し、前記加入
者サーバへ当該加入者識別子を登録する加入者識別子登録手段と
してコンピュータを機能させることを特徴とする通話サービス装置用のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、加入者識別子を加入者サーバへ登録する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信サービスシステムは、多数の無線基地局によって構成された「トランスポート
・コアネットワーク」と、それら基地局を収容して制御する「コントロール・コアネット
ワーク」とによって構成される。
　「トランスポート・コアネットワーク」には、例えばＵＭＴＳ(Universal Mobile Tele
communications System)やＬＴＥ(Long Term Evolution)の無線技術が適用される。
　「コントロール・コアネットワーク」には、ＩＭＳのような標準化されたサービス制御
方式が規定されている（例えば非特許公報１参照）。
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【０００３】
　ＩＭＳは、必要なネットワークリソースの割り当てや、ゲートの制御を実行するもので
ある。これによって、例えばＶｏＬＴＥ(Voice over LTE)に代表されるＩＰベースのマル
チメディア通信サービス（例えばテレビ電話やＩＭ（Instant Message）など）を提供す
ることができる。これは、次世代携帯電話ネットワーク又はＮＧＮ(Next Generation Net
work)を実現する中核技術であって、全ての端末がＩＰベースで通信するオールＩＰ化を
実現する。
【０００４】
　ＩＭＳは主に、以下の３つの機能を有する。
　　　セッション制御機能としてのＣＳＣＦ(Call Session Control Function)
　　　アプリケーションサービスを制御するアプリケーションサーバ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Application Server)
　　　加入者情報を蓄積する加入者サーバ　(Home Subscriber Server)
【０００５】
　ＣＳＣＦは、セッションを制御する機能である。ＣＳＣＦは、端末間の通信セッション
の設定・解放や、サービス条件に応じたアプリケーションサーバを選択する。そして、Ｃ
ＳＣＦは、アプリケーションサーバへ、セッション制御プロトコルであるＳＩＰ(Session
 Initiation Protocol)信号や、セッション記述プロトコルであるＳＤＰ(Session Descri
ption Protocol)信号を送信する。尚、ＣＳＣＦは、Ｐ－ＣＳＣＦ(Proxy-CSCF)、Ｓ－Ｃ
ＳＣＦ(Serving-CSCF)、Ｉ－ＣＳＣＦ(Interrogating-CSCF)の３つの機能要素に分けられ
る。
【０００６】
　また、ユーザが所持する移動端末（ＵＥ(User Equipment)）には、ＳＩＭ(Subscriber 
Identity Module Card)カードが挿入されている。ＳＩＭには、ＩＭＳサービスに関する
ＩＳＩＭ(IP Multimedia Services Identity Module)が規定されており、例えば以下のよ
うな２つの識別子が定義されている（例えば非特許公報２参照）。
　　　IMPI(IP Multimedia Private Identity)：認証用ＩＤ
　　　IMPU(IP Multimedia PUblic identity)：認証用及びＩＭＳサービス用ＩＤ
【０００７】
　更に、ＳＩＭカードについて、ＵＭＴＳやＬＴＥで用いられるＵＳＩＭ(Universal Sub
scriber Identity Module)の機能が規定されており、例えば以下のような２つの形式が定
義されている（例えば非特許公報３参照）。
　　　IMSI(International Mobile Subscriber Identity)：認証及びサービス用ＩＤ
　　　MSISDN(Mobile Subscriber ISDN Number)：電話番号用ＩＤ
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】3GPP TS 23.228、「IP Multimedia Subsystem (IMS); Stage 2」
【非特許文献２】3GPP TS 31.103、「Characteristics of the IP Multimedia Services 
Identity Module (ISIM) application」
【非特許文献３】3GPP TS 31.102、「Characteristics of the Universal Subscriber Id
entity Module (USIM) application」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　例えば広範囲の地域で自然災害等が発生した場合、停電や基地局倒壊、バックホール回
線切断などによって、ユーザが所持する端末から広域ネットワークへの接続が断絶される
通信孤立地域が生じる。この場合、通信事業者が、通信孤立地域に広域ネットワークへの
接続機能を備えた基地局や通信事業設備を運び込むことによって、できる限り、端末から
広域ネットワークへの接続を可能とするように対策される。基地局や通信事業設備は、例
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えば自動車や気球、ヘリコプターのようなもので運び込まれるために、実際に通信が可能
となるまでに比較的長時間を要する。
【００１０】
　一方で、自然災害が発生した地域では、多くの救助隊が投入され、被災者と救助者とが
混在する状況となる。このような場合、ユーザが所持する端末を用いて、その地域のみで
通話サービスを運用することができれば、救助活動に有効であると考えられる。
　これに対し、現実的に、端末から広域ネットワークへの接続が断絶されている限り、そ
の地域範囲のみの通話サービスであっても運用することはできない。
　また、自然災害に限らず、広域ネットワークとの通信が遮断された特定のイベント会場
であっても、そこに滞在するユーザ同士で通話サービスを運用することもできない。
【００１１】
　また、通信孤立地域範囲でのみ使用される、専用の通信事業設備を構築することは、コ
スト的に問題がある。そのために、ソフトウェア的に構築された既存のＥＰＣやＩＭＳの
システム全体を、可搬型ハードウェアに実装してその通信事業設備として利用することが
考えられる。ソフトウェア的なシステム全体は、１つの通話サービス装置に内蔵すること
もできる。
【００１２】
　ここで、広域ネットワークと断絶された地域で通話サービスを提供する場合、このシス
テムの加入者サーバに対して、ユーザの電話番号を含む加入者識別子を、どのようにして
登録するか？が問題となる。電話番号は、通話サービスのために必要となるものであって
、通常、ユーザの加入契約時に登録されるものである。
　特に、電話の通話サービスの場合、回線交換コアネットワークで使用されるＨＬＲ(Hom
e Location Register)に含まれる加入者情報に、MSISDN(Mobile Subscriber Integrated 
Services Digital Network Number)を予め登録しておく必要がある。
【００１３】
　ＩＭＳによれば、加入者情報にMSISDNを必ず含むものではない。しかしながら、MSISDN
形式のIMPUを登録しておくことよって、電話の通話サービスを運用することができる。例
えば以下のように記述される。
　　　MSISDN：818012345678
　　　IMPU　：sip:+818012345678@au.com
　特に、加入者サーバに予め登録された複数のIMPUの中で、先頭に登録されたIMPUをdefa
ult IMPUとみなす。端末やＣＳＣＦは、default IMPUを優先してＩＭＳサービスに利用す
るように機能する。そのために、default IMPUの位置に、MSISDN形式のIMPUを登録してお
く必要がある。
【００１４】
　しかしながら、広域ネットワークへの接続が断絶された通信孤立地域に存在する全ての
端末に、そのMSISDNを、加入者サーバへ登録させることは極めて難しい。
【００１５】
　そこで、本発明は、通話可能な加入者識別子が未登録の端末であっても、その加入者識
別子を登録することができる加入者識別子登録方法、アプリケーションサーバ、通話サー
ビス装置及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明によれば、端末と、アプリケーションサーバ及び加入者サーバとを有するシステ
ムの中で、加入者識別子を登録する加入者識別子登録方法であって、
　アプリケーションサーバが、端末から登録要求を受信した際に、加入者サーバへ当該端
末を問い合わせ、加入者サーバに電話番号を含む加入者識別子が未登録か否かを判定する
第１のステップと、
　アプリケーションサーバが、第１のステップについて未登録と判定した際に、端末へ、
電話番号が記述されたメッセージ通知を要求するためのメッセージ要求を送信する第２の
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ステップと、
　端末が、メッセージ要求を受信した際に、アプリケーションサーバへ向けて、電話番号
が記述されたメッセージ通知を送信する第３のステップと、
　アプリケーションサーバが、メッセージ通知に記述された電話番号を含む加入者識別子
を生成し、加入者サーバへ当該加入者識別子を登録する第４のステップと
を有することを特徴とする。
【００１７】
　本発明の加入者識別子登録方法における他の実施形態によれば、
　アプリケーションサーバ及び加入者サーバは、ＩＭＳ(IP Multimedia Subsystem)とし
て構成されることも好ましい。
【００１８】
　本発明の加入者識別子登録方法における他の実施形態によれば、
　第１のステップについて、
　　アプリケーションサーバが、加入者サーバへ、当該端末に対する加入者情報要求を送
信し、
　　アプリケーションサーバが、加入者サーバから受信した加入者情報応答に、MSISDN(M
obile Subscriber Integrated Services Digital Network Number)形式のIMPU(IP Multim
edia Public Identity)が登録されているか否かを判定することも好ましい。
【００１９】
　本発明の加入者識別子登録方法における他の実施形態によれば、
　第４のステップについて、アプリケーションサーバが生成する加入者識別子は、電話番
号を含むMSISDN形式のIMPUであることも好ましい。
【００２０】
　本発明の加入者識別子登録方法における他の実施形態によれば、
　第４のステップについて、アプリケーションサーバは、MSISDN形式のIMPUを含む加入者
情報更新要求を、加入者サーバへ送信し、
　加入者サーバは、加入者情報更新要求によって受信したMSISDN形式のIMPUを登録するこ
とも好ましい。
 
【００２１】
　本発明の加入者識別子登録方法における他の実施形態によれば、
　端末とアプリケーションサーバ及び加入者サーバとの間に、ＣＳＣＦ(Call Session Co
ntrol Function)が介在しており、
　第１のステップについて、端末が、登録要求を、ＣＳＣＦへ送信した後、
　　ＣＳＣＦが、登録要求を、アプリケーションサーバへ送信し、
　　アプリケーションサーバが、当該端末に対する加入者情報要求を、加入者サーバへ送
信し、
　　加入者サーバが、非MSISDN形式の加入者識別子を含む加入者情報応答を、アプリケー
ションサーバへ返信し、
　　アプリケーションサーバが、当該端末に対して非MSISDN形式のIMPUの加入者識別子を
登録することも好ましい。
【００２２】
　本発明の加入者識別子登録方法における他の実施形態によれば、
　第１のステップについて、端末が、登録要求を、ＣＳＣＦへ送信した後、
　　ＣＳＣＦが、当該端末に対する加入者情報要求を、加入者サーバへ送信し、
　　加入者サーバが、非MSISDN形式のIMPUの加入者識別子を含む加入者情報応答を、ＣＳ
ＣＦへ返信し、
　　ＣＳＣＦが、当該端末に対して、非MSISDN形式のIMPUの加入者識別子を登録すること
も好ましい。
【００２３】
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　本発明の加入者識別子登録方法における他の実施形態によれば、
　アプリケーションサーバ及び加入者サーバは、広域ネットワークに対して断絶された地
域に構築されたものであり、
　加入者サーバに登録されていない加入者の端末に対して、通話サービスを登録すること
も好ましい。
【００２４】
　本発明によれば、加入者サーバへ加入者識別子を登録するアプリケーションサーバであ
って、
　端末から登録要求を受信した際に、加入者サーバへ当該端末を問い合わせ、加入者サー
バに電話番号を含む加入者識別子が未登録か否かを判定する加入者未登録判定手段と、
　加入者未登録判定手段によって未登録と判定した際に、端末へ、電話番号が記述された
メッセージ通知を要求するためのメッセージ要求を送信するメッセージ要求手段と、
　端末から、電話番号が記述されたメッセージ通知を受信するメッセージ受信手段と、
　メッセージ通知に記述された電話番号を含む加入者識別子を生成し、加入者サーバへ当
該加入者識別子を登録する加入者識別子登録手段と
を有することを特徴とする。
【００２５】
　本発明によれば、通話サービス装置であって、
　アプリケーションサーバ及び加入者サーバと、コアネットワーク制御装置と、端末と無
線で通信する基地局とを内蔵しており、
　アプリケーションサーバは、
　端末から基地局及びコアネットワーク制御装置を介して登録要求を受信した際に、加入
者サーバへ当該端末を問い合わせ、加入者サーバに電話番号を含む加入者識別子が未登録
か否かを判定する加入者未登録判定手段と、
　加入者未登録判定手段によって未登録と判定した際に、コアネットワーク制御装置及び
基地局を介して端末へ、電話番号が記述されたメッセージ通知を要求するためのメッセー
ジ要求を送信するメッセージ要求手段と、
　端末から基地局及びコアネットワーク制御装置を介して、電話番号が記述されたメッセ
ージ通知を受信するメッセージ受信手段と、
　メッセージ通知に記述された電話番号を含む加入者識別子を生成し、加入者サーバへ当
該加入者識別子を登録する加入者識別子登録手段と
を有することを特徴とする。
【００２６】
　本発明によれば、通話サービス装置に搭載されたコンピュータを機能させるプログラム
であって、
　アプリケーションサーバ及び加入者サーバと、コアネットワーク制御装置と、端末と無
線で通信する基地局としてコンピュータを機能させ、
　アプリケーションサーバは、
　端末から基地局及びコアネットワーク制御装置を介して登録要求を受信した際に、加入
者サーバへ当該端末を問い合わせ、加入者サーバに電話番号を含む加入者識別子が未登録
か否かを判定する加入者未登録判定手段と、
　加入者未登録判定手段によって未登録と判定した際に、コアネットワーク制御装置及び
基地局を介して端末へ、電話番号が記述されたメッセージ通知を要求するためのメッセー
ジ要求を送信するメッセージ要求手段と、
　端末から基地局及びコアネットワーク制御装置を介して、電話番号が記述されたメッセ
ージ通知を受信するメッセージ受信手段と、
　メッセージ通知に記述された電話番号を含む加入者識別子を生成し、加入者サーバへ当
該加入者識別子を登録する加入者識別子登録手段と
してコンピュータを機能させることを特徴とする。
【発明の効果】
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【００２７】
　本発明の加入者識別子登録方法、アプリケーションサーバ、通話サービス装置及びプロ
グラムによれば、通話可能な加入者識別子が未登録の端末であっても、その加入者識別子
を登録することができる
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明におけるシステム構成図である。
【図２】本発明におけるシーケンス図である。
【図３】IMPUの更新を表すシーケンス図である。
【図４】本発明のアプリケーションサーバの機能構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。
【００３０】
　図１は、本発明におけるシステム構成図である。
【００３１】
　図１によれば、通話サービス装置１は、例えば空中で待機可能なヘリコプターや気球、
又は、地上で移動可能な自動車に、搭載されている。通話サービス装置１は、広域ネット
ワークに対して断絶された通信孤立地域に配置される。また、本発明の通話サービス装置
１は、ソフトウェア的に構築された既存のＩＭＳ全体を内在する。これによって、通信孤
立地域でのみ使用される専用の通信事業設備を構築する必要がない。そして、通話サービ
ス装置１は、加入者サーバに、電話番号を含む加入者識別子を登録していない端末に対し
ても、一時的に通話サービスを提供する。
【００３２】
　図１によれば、通話サービス装置１は概念的に、以下の５つの機能に分類されている。
　　　ＲＡＮ(Radio Access Network)機能
　　　ＥＰＣ(Evolved Packet Core)機能
　　　ＩＭＳ(IP Multimedia Subsystem)機能
　　　アプリケーションサーバ(Application Server)機能
　　　加入者サーバ(Home Subscriber Server)機能
　これら機能構成部は、通話サービス装置に搭載されたコンピュータを機能させるプログ
ラムを実行することによって実現される。
【００３３】
　端末２は、ユーザ所持の既存の携帯電話機やスマートフォンのようなものである。
　「ＲＡＮ」は、多数の基地局としてのｅＮＢ(e-Node B)１３によって構成され、例えば
ＬＴＥ方式に基づく無線を介して端末２と通信する。
　「ＥＰＣ」は、トランスポート・コアネットワークとして機能する。
　「ＩＭＳ」は、コントロール・コアネットワークとして機能する。
【００３４】
　ＩＭＳ内の「ＣＳＣＦ」は、コアネットワーク制御装置であって、ｅＮＢ１３を介して
端末２との間でセッションを確立する。ＣＳＣＦ１４は、一般に、Ｐ－ＣＳＣＦ(Proxy-C
SCF)と、Ｓ－ＣＳＣＦ(Serving-CSCF)と、Ｉ－ＣＳＣＦ(Interrogate-CSCF)とから構成さ
れる。
　Ｐ－ＣＳＣＦは、セッション毎にメディア情報を抽出し、セッション確立時にゲートウ
ェイに対するゲート制御及びリソース制御を指示する。
　Ｓ－ＣＳＣＦは、呼セッション制御のための中心的なＳＩＰサーバであって、アプリケ
ーションサーバの選択や、加入者サーバに対する認証処理を実行する。
　Ｉ－ＣＳＣＦは、着呼側ＣＳＣＦを、加入者サーバ１２によって解決する。
　ＣＳＣＦ１４は、端末２と、アプリケーションサーバ１１及び加入者サーバ１２との間
に介在する。
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【００３５】
　ここで、本発明の本質的部分となる、電話番号を含む加入者識別子の登録は、アプリケ
ーションサーバ機能によって実現される。
　また、以下では、アプリケーションサーバ１１及び加入者サーバ１２は、端末２との間
で、ＩＭＳを介して通信するものとして説明するが、勿論、単なるＩＰ(Internet Protoc
ol)電話網であってもよい。
【００３６】
　本発明によれば、例えば広範囲の地域で自然災害等が発生した場合、端末２は、広域ネ
ットワークへの接続が断絶された地域に設置された通話サービス装置１のみと通信する。
そのために、新たに設置された通話サービス装置１の場合、内蔵される加入者サーバ１２
には、その範囲で通話可能な端末２に対する電話番号を含む加入者識別子が登録されてい
ない。本発明によれば、このような場合であっても、端末２が登録要求を発信した際に、
その端末２の電話番号を含む加入者識別子を登録することができる。
【００３７】
　図２は、本発明におけるシーケンス図である。
【００３８】
（Ｓ１０１）端末２は、電源投入などをトリガとして、ＩＭＳへ登録要求(SIP:REGISTER)
を送信する。端末２は、登録要求のFromヘッダ及びToヘッダに、ISIMから得られるIMPU1
を、例えば以下のように登録する。
　　　sip:IMSI@au.com
　ここで、登録要求のFromヘッダ及びToヘッダに記述された識別子は、当該端末２の電話
番号とは一致しない。携帯電話機の電話番号の場合、例えば１１桁の数字によって表され
る。このとき、ＩＭＳ側は、端末２の電話番号を知ることもできないし、加入者サーバ１
２に電話番号に基づく加入者識別子も登録されていない。
　その上で、端末２から送信された登録要求は、通話サービス装置１のｅＮＢ１３によっ
て受信され、ＣＳＣＦ１４へ転送される。
【００３９】
（Ｓ１０２）登録要求を受信したＣＳＣＦ（特にＳ－ＣＳＣＦ）１４は、加入者サーバ１
２へ、加入者情報要求(Cx:SAR)を送信する。ＣＳＣＦ１４は、登録要求から取り出したIM
PU1を、Cx:SARの信号パラメータPublic-Identity AVPに含める。
　これに対し、加入者サーバ１２は、ＣＳＣＦ１４へ、IMPU1を含むIMS加入者情報(Cx Se
rvice Profile)を、加入者情報応答(Cx:SAA)によって返信する。IMS加入者情報はCx:SAR
の信号パラメータUser-Data AVPに含められる。
【００４０】
（Ｓ１０３）ＣＳＣＦ１４は、加入者サーバ１２から受信したIMS加入者情報を記憶する
。
【００４１】
（Ｓ１０４）そして、ＣＳＣＦ１４は、登録応答(SIP:200 OK)を、ｅＮＢ１３を介して端
末２へ返信する。
【００４２】
（Ｓ１０５）次に、ＣＳＣＦ１４は、3rd Party登録によって、アプリケーションサーバ
１１へ、登録要求(SIP:REGISTER)を送信する。ＣＳＣＦ１４は、登録要求のFromヘッダ及
びToヘッダに、IMPU1を含める。
【００４３】
（Ｓ１０６）登録要求を受信したアプリケーションサーバ１１は、加入者サーバ１２へ、
IMPU1の加入者情報要求(Sh:UDR)を送信し、当該端末２を問い合わせる。
　これに対し、加入者サーバ１２は、アプリケーションサーバ１１へ、加入者情報応答(S
h:UDA)を返信する。ここでのIMPU1に関するAS加入者情報(Sh Data)は、以下のようなもの
である。
　　　Data-Reference AVP
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　　　　　<-IMSPublicIdentity (10)を設定
　　　Identity-Set AVP
　　　　　<-ALL_IDENTITIES (0), REGISTERED_IDENTITIES (1),
　　　　　　IMPLICIT_IDENTITIES (2), ALIAS_IDENTITIES (3)の全部又は一部
　AS加入者情報は、Sh:UDAの信号パラメータUser-Data AVPに含まれる。
【００４４】
　ここで、本来、加入者サーバ１２が、当該端末２に対してMSISDN形式のIMPUを登録して
いる場合、Data-Reference AVPに、MSISDN(17)が含まれる。
　しかしながら、この時点では、加入者サーバ１２は、当該端末２を新規の加入者と判断
し、MSISDN(17)を登録していない。そのために、Data-Reference AVPには、MSISDN(17)は
含まれていない。ここでは、加入者サーバ１２は、非MSISDN形式の加入者識別子を含む加
入者情報応答を、アプリケーションサーバ１１へ返信する。
【００４５】
（Ｓ１０７）アプリケーションサーバ１１は、加入者サーバ１２から受信した、IMPU1に
関するAS加入者情報(Sh Data)を登録する。ここでのAS加入者情報(Sh Data)は、当該端末
２に対して非MSISDN形式のIMPUの加入者識別子のみを登録する。
【００４６】
（Ｓ１０８）そして、アプリケーションサーバ１１は、登録応答(SIP:200 OK)を、ＣＳＣ
Ｆ１４へ返信する。
【００４７】
　前述したＳ１０１～Ｓ１０８の一連のシーケンスは、端末２について電源投入などをト
リガとして、自動的に実行されるものである。
【００４８】
　図３は、IMPUの更新を表すシーケンス図である。以下では、図３を用いて、図２のＳ１
～Ｓ４に沿って説明する。
【００４９】
［Ｓ１：第１のステップ］
　アプリケーションサーバ１１は、加入者サーバ１２から受信した加入者情報応答に含ま
れるIMPUに、MSISDN形式のものが登録されているか否かを判定する。通話サービス装置１
が、広域ネットワークと断絶された地域に設置されたものである場合、加入者サーバ１２
にはその端末２のMSISDN形式のIMPUは登録されていない。ここでは、アプリケーションサ
ーバ１１は、未登録であると判定する。
【００５０】
［Ｓ２：第２のステップ］
　アプリケーションサーバ１１は、加入者サーバ１２にその端末２のMSISDN形式のIMPUが
未登録であると判定した際に、端末２へ、電話番号が記述されたメッセージ通知を要求す
るためのメッセージ要求を送信する。このメッセージ要求は、端末２が、メッセージ通知
にMSISDNを記述するように指示するものである。
　このメッセージ要求には、例えばSIP:MESSAGEメソッドを利用する。そして、SIPボディ
部には、MSISDNを利用するサービス（例えばＳＭＳ(Short Message System)）の起動を指
示するパラメータを記述する。
【００５１】
［Ｓ３：第３のステップ］
　端末２は、受信したメッセージ要求に対して、メッセージ通知を送信可能である場合に
、応答(SIP:200 OK)を返信する。
　そして、端末２は、自らのＵＳＩＭから、電話番号（例えば818012345678）を取得する
。そして、端末２は、アプリケーションサーバ１１へ向けて、電話番号が記述されたメッ
セージ通知(SIP request)を送信する。このメッセージ通知は、ＳＭＳによるメッセージ
の発信であってもよい。ＳＭＳメッセージには、電話番号の送信元情報（例えば81801234
5678）が含まれる。



(11) JP 6496628 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

　ここで、端末２は、メッセージ通知を、メッセージ要求の受信に対して自動的に送信す
るものであってよいし、ユーザ操作に応じて送信するものであってもよい。メッセージ通
知をユーザ操作に応じて送信する場合、端末２を操作するユーザ自身、通話サービスを利
用できることを認識することができる。
【００５２】
　これに対し、メッセージ通知を受信したアプリケーションサーバ１１は、応答(SIP:200
 OK)を、端末２へ返信する。
【００５３】
［Ｓ４：第４のステップ］
（Ｓ４１）アプリケーションサーバ１１は、メッセージ通知に記述された電話番号を含む
加入者識別子を生成する。ここで生成される加入者識別子は、電話番号を一部に含むMSIS
DN形式のIMPU2である。IMPU2のフォーマットは、以下のようなものである。
　　　sip:+818012345678@au.com
【００５４】
（Ｓ４２）アプリケーションサーバ１１は、生成したIMPU2を加入者識別子として登録す
るために、加入者サーバ１２へ加入者情報更新要求(Sh: PUR)を送信する。ここでは、前
述したＳ１０６と全く同様に、AS加入者情報として、Sh:PURの信号パラメータにIMPU2及
びMSISDNを記述する。
　　　IMPU1は、User-Identity AVPに含まれる
　　　IMPU2及びMSISDNは、User-Data AVPに含まれる
【００５５】
（Ｓ４３）加入者サーバ１２は、加入者情報更新要求によって受信したMSISDN形式のIMPU
2及びMSISDNを登録する。
　ここで、加入者サーバ１２は、アプリケーションサーバ１１から受信した加入者情報更
新要求であっても、IMPU2についてはIMS加入者情報も更新する。
【００５６】
（Ｓ４４）加入者サーバ１２は、アプリケーションサーバ１１対して、加入者情報更新応
答(Sh: PUA)を返信する。
【００５７】
（Ｓ４５）加入者サーバ１２は、IMS加入者情報が更新されたことを通知するために、Ｃ
ＳＣＦ１４へ、IMPU2が記述されたIMS加入者情報を含む加入者情報通知(Cx:PPR)を送信す
る。
（Ｓ４６）ＣＳＣＦ１４は、加入者サーバ１２から受信した加入者情報通知に含まれたIM
S加入者情報のIMPU2を登録する。
（Ｓ４７）そして、ＣＳＣＦ１４は、加入者サーバ１２へ、通知応答(Cx:PPA)を返信する
。
【００５８】
　本発明によれば、アプリケーションサーバは、端末からの登録要求によって自動的にMS
ISDNを取得し、ＩＭＳで必要とされるMSISDN形式のIMPUを生成し、そのIMPUを加入者情報
として加入者サーバへ登録することができる。これによって、ユーザは、加入者情報とし
ての電話番号を事前登録することなく、通話サービスを利用することができる。
【００５９】
　図４は、本発明のアプリケーションサーバの機能構成図である。
【００６０】
　アプリケーションサーバ１１が、加入者サーバ１２に登録されていない端末２に対して
通話サービスを登録するように制御する。図４によれば、加入者未登録判定部１１１と、
メッセージ要求部１１２と、メッセージ受信部１１３と、加入者識別子登録部１１４とを
有する。これら機能構成部は、アプリケーションサーバに搭載されたコンピュータを機能
させるプログラムを実行することによって実現される。
【００６１】
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　加入者未登録判定部１１１は、端末から登録要求を受信した際に、加入者サーバへ当該
端末を問い合わせ、加入者サーバに電話番号を含む加入者識別子が未登録か否かを判定す
る（前述した図２及び図３のＳ１と同様）。
【００６２】
　メッセージ要求部１１２は、加入者未登録判定部１１１によって未登録と判定した際に
、端末２へ、電話番号が記述されたメッセージ通知を要求するためのメッセージ要求を送
信する（前述した図２及び図３のＳ２と同様）。
【００６３】
　メッセージ受信部１１３は、端末２から、電話番号が記述されたメッセージ通知を送信
する（前述した図２及び図３のＳ３と同様）。
【００６４】
　加入者識別子登録部１１４は、メッセージ通知に記述された電話番号を含む加入者識別
子を生成し、加入者サーバへ当該加入者識別子を登録する（前述した図２及び図３のＳ４
と同様）。
【００６５】
　以上、詳細に説明したように、本発明の加入者識別子登録方法、アプリケーションサー
バ、通話サービス装置及びプログラムによれば、電話番号を含む加入者識別子が未登録の
端末であっても、通話サービスを登録することができる。
【００６６】
　前述した本発明の種々の実施形態について、本発明の技術思想及び見地の範囲の種々の
変更、修正及び省略は、当業者によれば容易に行うことができる。前述の説明はあくまで
例であって、何ら制約しようとするものではない。本発明は、特許請求の範囲及びその均
等物として限定するものにのみ制約される。
【符号の説明】
【００６７】
　１　通話サービス装置
　１１　アプリケーションサーバ
　１１１　加入者未登録判定部
　１１２　メッセージ要求部
　１１３　メッセージ受信部
　１１４　加入者識別子登録部
　１２　加入者サーバ
　１３　ｅＮＢ
　１４　ＣＳＣＦ
　２　端末
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